
日立の連結業績

2010年3月期 2011年3月期 前期比

売上高 8兆9,685億円 9兆3,158億円 104%

営業利益 2,021億円 4,445億円 +2,423億円

税引前純利益 635億円 4,322億円 +3,686億円

当期純利益 △1,069億円 2,388億円 +3,458億円

日立の連結内部留保
2010年３月期末 2011年３月期末 増減

資本剰余金 620,577 603,133 △ 17,444
利益剰余金 713,479 922,036 208,557

合　　計 1,334,056 1,525,169 191,113

(単位：百万円)

従業員数と関連子会社数

2010年３月期末 2011年３月期末

従業員数（人） 359,746 361,745

国内 230,948 216,393

海外 128,798 145,352

連結子会社数 900 913

国内 365 351

海外 535 562

◇ルネサスエレが早期退職募集

ルネサスエレクトロニクスが早期退職募集。

想定1,200名で「勤続5年以上＆40歳以上＆会

社承認」が基準。1,487人が3月末で退職。

◇(日立超Ｌ)でリストラ

リーマンショック後の業績悪化に伴い早期退

職の実施、事業所の閉鎖・縮小、賃金カット

などを実施。

◇日立ＧＳＴのＨＤＤ事業を売却

2003年に約2,500億円を投じて米ＩＢＭから

買収したＨＤＤ事業を米ウエスタン・デジタ

ル（ＷＤ）社に売却する。売却額は約43億ド

ル （約3,500億円）。

◇日立オムロンで生産部門のリストラ

日立Ａｓｅ(ＨＯＴＳ子会社)とＩＥメカ(Ｉ

Ｅシステム子会社)と（ＨＯＴＳ）製造部門

の3社を吸収分割合併して新会社発足。

◇東海テック（ひたちなか市）解散へ

経営効率化のため、2012年3月31日に解散さ

せる。従業員380人は、別の日立グループ会

社へ配置転換、転籍する予定。

５
月
11
目
に
日
立
は
２
０

１
１
年
３
月
期
の
連
結
決
算

を
発
表
し
ま
し
た
。
売
上
高

は
９
兆
３
，
１
５
８
億
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、

営
業
利
益
は
４
，
４
４
５
億

円
、
当
期
純
利
益
は
２
，
３

８
８
億
円
で
し
た
。
当
期
純

利
益
は
、
１
９
９
０
年
度
に

記
録
し
た
２
，
３
０
１
億
円

を
超
え
、
過
去
最
高
益
で
す
。

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、

７
５
０
億
円
の
純
利
益
の
減

益
要
因
と
な
っ
た
が
、
構
造

改
革
に
よ
る
コ
ス
ト
体
質
強

化
の
効
果
、
社
会
イ
ン
フ
ラ

関
連
需
要
増
で
計
画
以
上
の

利
益
を
達
成
で
き
た
と
し
て

い
ま
す
。

内
部
留
保
は
こ
の
１
年
で
、

１
，
９
１
１
億
円
積
み
増
し

し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
国
内
従
業
員
数

は
こ
の
１
年
で
、
１
４
，
５

５
５
入
も
減
少
、
国
内
子
会

社
数
も
１
４

社
減
少
し
て

お
り
、
グ
ロ
ー

バ
ル
経
営
の
加
速
に
よ
り
、

国
内
工
場
の
閉
鎖
、
リ
ス
ト

ラ
な
ど
で
国
内
雇
用
が
激
減

し
て
い
ま
す
。

（
以
下
は
、
会
社
発
表
の
業

績
ハ
イ
ラ
イ
ト
よ
り
）

○
売
上
高

東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
受

け
た
も
の
の
、
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
や
自
動
車
分
野
の
需

要
回
復
に
伴
い
前
期
を
上
回
っ

た
。

○
営
業
利
益

営
業
利
益
４
，
０
０
０
億

円
超
は
、
１
９
９
０
年
度

以
来
。

事
業
構
造
改
革
の
進
展
、

資
材
費
削
減
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
管
理
強
化
等
に
よ
り

前
期
を
上
回
っ
た
。

○
営
業
外
利
益

Ｉ
Ｐ
Ｓ
ア
ル
フ
ァ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
に
関
す
る
経
営
権
の

譲
渡
等
に
よ
る
有
価
証
券

売
却
を
計
上
。
持
分
法
損

益
の
改
善
。

○
当
期
純
利
益

過
去
最
高
益

を
更
新
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地
震
後
の
休
業
と
残
業

な
し
で
、
厳
し
い
生
活

３
～
４
月
は
期
末
と
残
作

業
で
相
当
残
業
が
で
き
る

と
見
込
ん
で
い
た
が
地
震

発
生
後
、
休
業
に
な
り
、

そ
の
後
の
仕
事
が
薄
く
３
、

４
月
は
残
業
が
少
な
か
っ

た
の
で
４
月
の
給
料
明
細

を
見
て
ガ
ッ
ク
リ
。
日
立

の
賃
金
の
低
さ
を
痛
感
し

た
の
は
オ
レ
一
人
で
な
そ

う
で
あ
る
。
休
業
や
前
倒

し
の
年
休
で
出
費
は
増
え

た
が
収
入
が
少
な
い
の
で

切
り
詰
め
た
生
活
に
な
っ

た
。

（
国
分
）

も
ら
え
る
の
で
勿
論

あ
り
が
た
い
で
す
が

東
日
本
大
震
災
の
被
災
に

対
し
て
会
社
か
ら
「
被
災

地
域
居
住
者
見
舞
金
」
が

支
給
さ
れ
る
と
い
う
通
達

が
あ
り
、
あ
り
が
た
い
と

思
っ
た
。
茨
城
県
、
福
島

県
居
住
者
は
全
員
対
象
で

す
。
支
給
額
は
、
所
員
は

１
万
円
で
、
嘱
託
、
シ
ニ

ア
所
員
は
半
額
の
５
千
円
。

シ
ニ
ア
社
員
は
「
も
ら
え

る
の
で
勿
論
あ
り
が
た
い

け
ど
、
震
災
に
よ
る
休
業

手
当
も
所
員
は
75
％
支
給

で
、
シ
ニ
ア
所
員
は
60
％

支
給
だ
っ
た
。
給
料
も
現

役
の
半
分
以
下
だ
し
、
半

人
前
扱
い
か
ぁ
」
。

（
大
み
か
）

震
災
と
原
発
事
故
の

危
機
管
理
を

危
機
管
理
が
話
題
と
な
る

な
か
「
大
地
震
の
日
、
２

時
間
以
上
も
外
に
立
っ
た

ま
ま
で
情
報
も
な
く
不
安

だ
っ
た
」
「
雨
・
雪
が
降
っ

て
い
た
ら
最
悪
だ
っ
た
。

対
応
を
考
え
て
ほ
し
い
」

「
電
源
を
確
保
し
て
構
内

放
送
等
で
従
業
員
に
情
報

が
伝
達
さ
れ
る
よ
う
な
体

制
に
し
て
欲
し
い
」

先
の
見
え
な
い
原
発
事
故

に
「
東
海
原
発
で
同
じ
事

故
に
な
っ
た
ら
、
30
㎞
圏

内
に
百
万
人
も
住
ん
で
い

る
と
の
事
、
ゾ
ッ
と
し
て

し
ま
う
」
「
放
射
能
は
見

え
な
い
の
で
、
各
家
庭
に

も
放
射
能
測
定
器
を
配
布

し
て
欲
し
い
」
「
工
場
内

に
も
測
定
器
を
設
置
し
て

情
報
を
開
示
し
て
ほ
し
い
」

（
Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー
）

不
安
は
俺
た
ち
だ
っ
て

同
じ
で
す
！

東
日
本
大
震
災
に
と
も
な

う
福
島
原
発
事
故
の
影
響

で
顧
客
か
ら
、
納
入
製
品

の
放
射
性
物
質
の
汚
染
を

心
配
し
て
放
射
線
測
定
実

施
の
依
頼
が
あ
り
、
出
荷

製
品
に
対
し
て
放
射
線
測

定
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

た
と
説
明
が
あ
っ
た
。

「
製
品
の
心
配
は
分
か
る

が
、
働
い
て
い
る
俺
た
ち

だ
っ
て
不
安
だ
。
職
場
に

放
射
線
量
測
定
器
を
設
置

し
て
ほ
し
い
」
。（

大
み
か
）

５
月
連
休
が
４
日
間
も

振
替
出
勤
と
な
っ
て

「
連
休
が
台
無
し
の
上
、

公
出
じ
ゃ
な
い
の
で
残
業

手
当
も
つ
か
な
い
。
」

「
一
部
門
だ
け
の
振
替
出

勤
な
ら
ば
、
公
休
出
勤
で

も
対
応
で
き
た
は
ず
」

「
最
近
は
安
易
に
計
画
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す

る
。
」

（
Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー
）

震
災
復
興
の
決
起
集
会
？

連
合
日
立
地
区
メ
ー
デ
ー

は
自
粛
ム
ー
ド
も
あ
っ
て
、

参
加
目
標
二
千
五
百
名
に

対
し
て
、
式
典
会
場
に
は

千
五
百
名
程
度
で
し
た
。

式
典
全
体
が
「
市
長
、
市

議
、
勤
労
者
が
力
を
合
わ

せ
て
日
立
市
を
復
興
し
よ

う
」
と
い
う
、
日
立
市
復

興
の
決
起
集
会
の
雰
囲
気

で
、
労
働
者
の
祭
典
メ
ー

デ
ー
と
し
て
は
違
和
感
が

あ

り

ま

し

た
。

（
大
み
か
）

▼
３
月
11
日
地
震
発
生
、
福
島
第
一
原
発
緊

急
停
止
、
夜
の
森
線
の
受
電
鉄
塔
１
基
が
倒

壊
、
津
波
で
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が

停
止
し
て
全
電
源
喪
失
、
爆
発
。
（
原
発
は

停
止
し
て
い
て
も
冷
却
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
全
電
源
喪
失
で
16
・
５
時
間
後
に
は

格
納
容
器
が
熱
で
破
損
す
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
た
）
▼
以
前
か
ら
国
会
な
ど
で
全
電
源
喪

失
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
東
電
、

国
は
「
日
本
で
は
起
こ
り
え
な
い
と
し
て
き

た
」
▼
平
安
時
代
の
８
６
９
年
（
貞
観
（
じ
ょ

う
が
ん
）
11
年
）
三
陸
沖
で
地
震
が
起
き
津

波
が
発
生
、
多
賀
城
下
一
千
人
が
溺
死
し
た
。

「
産
業
技
術
総
合
研
究
所
」
活
断
層
・
地
震

研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
04
年
か
ら
５
年
間
、
石

巻
か
ら
福
島
県
中
部
ま
で
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
・

研
究
を
し
て
海
岸
か
ら
２
～
４
㎞
ま
で
砂
が

運
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
発
表
。
岡
村
行
信
セ

ン
タ
ー
長
は
09
年
、
経
済
産
業
省
で
福
島
第

一
原
発
の
耐
震
設
計
見
直
し
案
の
審
議
会
で

東
電
の
想
定
よ
り
大
き
い
津
波
が
き
て
い
る

と
見
直
し
を
繰
り
返
し
主
張
し
た
が
無
視
さ

れ
き
た
。
▼
原
発
の
安
全
性
を
優
先
す
る
の

で
な
く
、
少
な
い
費
用
で
の
効
率
・
利
益
を

優
先
さ
せ
て
き
た
結
果
だ
と
思
う
。
今
こ
そ

安
全
確
保
の
た
め
に
政
府
、
電
力
会
社
、
原

発
メ
ー
カ
ー
の
姿
勢
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
思
う
。

福
島
第
一
原
発
の
重
大
事
故
に
思
う


